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平成３０年度第１０回 地域連携推進機構運営会議 議事要旨 

日 時: 平成３０年１１月２２日（木） １３：３０～１４：５５ 

場 所: 本部管理棟 ４階 第１会議室 

出席者: 須加原 一博（機構長），屋 宏典（副機構長 兼 産学官連携部門長），背戸 博史（地域連携企画

室長），玉城 理（産学官連携部門 准教授），柴田 聡史（生涯学習推進部門 准教授），小島 肇

（地域連携企画室 特命准教授），畑中 寛（地域連携企画室 特命准教授），宮里 大八（地域連

携企画室 特命准教授），下地 みさ子（産学官連携部門 特命准教授），瀬名波 出（産学官連携

部門 教授(併任)），金城 徹（総合企画戦略部 地域連携推進課長） 

欠席者: 遠藤 光男（生涯学習推進部門長），島袋 亮道（地域連携企画室 特命准教授），空閑 睦子（生

涯学習推進部門 特命准教授），新川 武（産学官連携部門 教授(併任)），新田 早苗（総合企画

戦略部長） 

陪席者: 下地 孝之（課長代理），大城 光雄（企画係長），赤嶺 雅哉（地域連携推進係長），與儀 あゆみ

（産学連携推進係長），田頭 明子（地域連携推進係 主任）,菅野 達之（企画係員），宮平 知佳

子（地域連携推進係員） 

※審議に先立ち，１０月１９日開催の平成３０年度第８回運営会議の議事要旨案，１０月２６日開催の

平成３０年度第９回運営会議（メール会議）議事要旨案について確認があり，了承された。 

＜審議事項＞ 

議長から，次の６つの事項について機構の今後の対応について審議を行う旨提案があり，各担当から

説明の上，審議を行った。 

1. 国立大学法人琉球大学，日本郵便株式会社，株式会社ゆうちょ銀行及び株式会社かんぽ生命保険と

の包括的連携に関する協定締結について

事務局から，資料（審議１）に基づき協定の締結について説明があった。 

審議の結果，原案どおり了承され，地域連携推進会議，役員会に諮ることとした。 

2. 琉球大学地域貢献事業フェア２０１９（仮）の企画（案）について

背戸室長から，資料（審議２）に基づき企画（案）について説明があった。

審議の結果，原案どおり了承され，地域連携推進会議に諮ることとした。

3. 地域連携推進機構が実施する公開講座の企画について

背戸室長及び宮里特命准教授から，資料（審議３）に基づき公開講座の企画について説明があった。 

審議の結果，原案どおり了承された。

4. 平成３１年度公開講座の実施について

背戸教授から，資料（審議４）に基づき公開講座の実施依頼について説明があった。

審議の結果，財務部と調整中である受講料の免除に関して，これまでの審議どおり免除の必要がある
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と運営会議にて判断した場合にのみ免除の申請をしていくことを含め，原案どおり了承された。 

 

5. 平成３１年度公開授業の実施について 

背戸教授から，資料（審議５）に基づき公開授業の運営について説明があった。 

審議の結果，原案どおり了承された。 

 

6. その他（地域認証制度の申請について） 

宮里特命准教授から，資料（審議（その他））に基づき申請について説明があった。 

審議の結果，原案どおり了承された。 

 

＜報告事項＞ 

議長から，次の３つの事項について機構の現状の認識と情報の共有を図るため，各担当から報告を行

うよう発言があった。 

 

1. 市民シンポジウム（第９９回琉大２１世紀フォーラム）「次世代育成の基盤整備に向けて～沖縄型

STEM 教育のイノベーション創出～」について 

背戸室長及び宮里特命准教授から，資料（報告１）に基づきシンポジウムについて案内があった。 

 

2. 九州・大学発ベンチャー振興シーズ育成資金（ギャップ資金）について 

屋部門長から，資料（報告２）に基づき当該資金の概要について報告があった。 

 

3. 各室・部門の当面の活動予定（主要事項）について 

各室・部門から，資料（報告３）に基づきそれぞれ報告があった。 


